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１．次の式を因数分解せよ。【各３点】 

 (1) 
38 1x +     

(2) 
3125 64x −     

(3) 3 2 2 327 27 9x x y xy y− + −  

(4) 3 2 2 38 36 54 27x x y xy y+ + +  

 

２．次の値を求めよ。【各２点】 

 (1) 63 −−       (2) 32 −     

３．次の場合について 3+x の絶対値をはずせ。【各２点】 

 (1) 3−≧x       (2) 3−x     

 

 

 

類題 ※まちがい１問につき類題を１問以上やってくること。○つけも忘れずに。 

１．(1) (2)→P.8－24  (3) (4)→P.8－25 

２．→P.10－３  ３．→P.10の４  

 

 

<Challenge!!>（＋５点） 

次の式を因数分解せよ。 

① 2 2 2( ) ( ) ( )a b c b c a c a b+ + + + +  

② 3 3 3( ) ( ) ( )a b c b c a c a b− + − + −  

③
3 3 3 3a b c abc+ + −  

 

＜角度問題＞ 

下の図において、BD＝DC、AD＝AC、 

BF＝DF+DGとなっているとき、 

∠DCGの角度は？ 
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<Challenge!!> 解答（＋５点ずつ） 

① ( )( )a b c ab bc ca+ + + +  

② ( )( )( )( )b c c a b a a b c− − − + +   ( )( )( )( )a b b c c a a b c− − − − + +  

③ ( )( )2 2 2a b c a b c ab bc ca+ + + + − − −  

＜角度問題＞（＋５点）   ＜関数＞2022年度千葉県（(１)・（２）＋３点ずつ（３）＋５点） 

∠DCG＝２９．５°          (１) 
3

5
a = −   (2) 2 5y x= − −   (3) 

2
5

11
y x= − −  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

今回は 2012年のジュニア大会の決勝問題。意味深な問題設定が特徴的な角度問題です。 

条件が意味深すぎるので方針は立てやすいかも。。。？ 

  

【問題】難易度：★★★☆☆ 

下の図において、BD＝DC、AD＝AC、BF＝DF+DG となっているとき、角 DCGの角度

は？ 

 

 【解説】↓ 

１・【鉄則その１・図は自分で描く】 

二等辺三角形 ACDを初めに描いて、BDを付け足すという手順で描けば作図はフリーハン

ドでもさほど難しくないでしょう。Gの位置が少し難しいですが、目算で BF と DFの差になり

そうな位置を見つけましょう。 

  ２・【鉄則その２・数値を書き入れる】 

いつも通り等辺には印をつけて強調し、図がごちゃごちゃしない程度に角度を書き入れてお

きましょう。 

ここで着目するべきは「BD=DC という条件からは角度の情報が引き出せない」ということで

す。次の段階でうまい操作によってこの条件が活きてくるはずです。現段階では？に対してめ

ぼしい情報は得られません。 

https://zukeitanoshii.hatenablog.com/entry/2018/08/15/151056
http://d.hatena.ne.jp/keyword/%C6%F3%C5%F9%CA%D5%BB%B0%B3%D1%B7%C1
https://zukeitanoshii.hatenablog.com/entry/2018/08/15/153231


 

 ３・【鉄則その３・関連性を探る】 

意味深な辺の長さの条件「BF=DF+DG」が今回の問題の鍵であることは皆さんもお分かりで

しょう。こんなにあからさまに作為的な条件も珍しいものです。 

 これまで様々な問題で出てきた「分散した角度の条件は１箇所に集める」という手法と類似

の手法を使用しましょう。 

図形問題、特に角度問題では有名三角形や二等辺三角形が役に立つという経験則が染み

付いていますから、この条件から「二等辺三角形が作れる」という発想に至ります。 

さらに、前の段階で目をつけていた BD=DC もうまく使ってやりましょう。 

  

 上の図のように三角形 BDFをくるっと回転させて BD と DCが重なるようにくっつけます。す

ると、「BF=DF+DG」によって三角形 CGHは二等辺三角形となります。 

https://zukeitanoshii.hatenablog.com/entry/2018/08/15/181033
http://d.hatena.ne.jp/keyword/%C6%F3%C5%F9%CA%D5%BB%B0%B3%D1%B7%C1
http://d.hatena.ne.jp/keyword/%C6%F3%C5%F9%CA%D5%BB%B0%B3%D1%B7%C1
http://d.hatena.ne.jp/keyword/%C6%F3%C5%F9%CA%D5%BB%B0%B3%D1%B7%C1


  

 すると、図のようにこの二等辺三角形の等角は 72.5°とわかります。よって、三角形 CDGに

着目して、 

？＝29.5° 

となります。 

  

【まとめ】 

• 分散している条件は１箇所に集める 

• 等辺が出てきたらとりあえずくっつける  

• 他の条件とコンビネーションで使えないか考える 

 

 

http://d.hatena.ne.jp/keyword/%C6%F3%C5%F9%CA%D5%BB%B0%B3%D1%B7%C1


大問２（関数） 

（１） 

Ｂ（５、－15）をｙ＝ａｘ2に放り込む。 

－15＝25ａ 

ａ＝－３/５ 

（２） 

 

ｙ＝１/５ｘ2にｘ＝５を代入して、Ａ（５、５） 

Ａをｙ軸について対称移動したＣ（－５、５） 

Ｃ（－５、５）⇒Ｂ（５、－15） 

https://sabotensabo.com/wp-content/uploads/m2022chiba4.jpg


右に 10、下に 20だから、傾きは－20/10＝－２ 

Ｃから右に５、下に 10移動して、切片は５－10＝－５ 

ｙ＝－２ｘ－５ 

（３） 

艱難辛苦(ヾﾉ･ω･`) 

 

対角線の交点をＰとする。 

Ｐは長方形の重心にあたり、対角線ＢＣの中点で（０、－５）。 

（＊前問の式の切片にあたる） 

すべての頂点はＰＣを半径とする同一円周上にある。 

つまり、長方形ＣＥＢＦは回転の中心をＰとして長方形ＡＣＤＢを回転移動させた図

形。 

https://sabotensabo.com/wp-content/uploads/m2022chiba5.jpg


対角線ＥＦの切片も－５である。 

 

設定がシンプルゆえ、使える情報といえば長方形の長さくらいしかない(;`ω´) 

そのなかで特に気になるのがナナメの 10(CE)と 20(EB)。 

https://sabotensabo.com/wp-content/uploads/m2022chiba6.jpg


 

中学数学の奥義は三平方と相似。 

長方形ＣＥＢＦを大きな長方形で囲うと見えてくるんじゃないでしょうか。 

●＋×＝90°の角度調査で、ＣＥとＥＢを斜辺とする△ＣＥＧと△ＥＢＨは２角相等

で∽！ 

ＧＣ＝ｘとすると、ＨＢ＝ｘ＋10 

相似比はＣＥ：ＥＢ＝10：20＝１：２なので、ＥＨ＝２ｘ 

△ＥＢＨで三平方。 

（２ｘ）2＋（ｘ＋10）2＝202 

４ｘ2＋ｘ2＋20ｘ＋100＝400 

５ｘ2＋20ｘ－300＝０ 

https://sabotensabo.com/wp-content/uploads/m2022chiba7.jpg


ｘ2＋４ｘ－60 

＝（ｘ＋10）（ｘ－６）＝０ 

ｘは長さなのでｘ＞０より、ｘ＝６ 

 

ＧＣ＝６、ＥＨ＝６×２＝12 

ＧＥ＝20－12＝８ 

Ｃ（－５、５）から左に６、下に８移動してＥ（－11、－３）。 

ＥからＰまでは右に 11、下に２だから、傾きは－２/11。 

したがって、ＥＦはｙ＝－２/11ｘ－５ 

大変｡･(つд`｡)･｡ 

https://sabotensabo.com/wp-content/uploads/m2022chiba7-1.jpg


＠別解＠ 

 

△ＡＢＣと△ＥＢＣは合同な長方形の半分で合同だから、 

ＢＣを対称の軸とするとＡとＥは対称の点にある。 

ということは、ＡＥとＢＣは垂直に交わっている。 

ＢＣの傾きは－２。 

直交する２直線の傾きの積は－１なので、ＡＥの傾きは１/２。 

ＣＤとｘ軸の交点をＩとする。 

ＣＡ＝10、ＣＩ＝５でＩＡの傾きも１/２だから、ＩはＡＥ上の点である。 

https://sabotensabo.com/wp-content/uploads/m2022chiba19.jpg


 

ＧＥとｘ軸の交点をＪとする。 

ＪＥ＝ｘとすると、ＪＩ＝ＧＣ＝２ｘ 

ＧＪ＝ＣＩ＝５ 

△ＧＣＥで三平方。 

（２ｘ）2＋（ｘ＋５）2＝102 

５ｘ2＋10ｘ－75＝０ 

ｘ2＋２ｘ－15 

＝（ｘ＋５）（ｘ－３）＝０ 

ｘ＞０だから、ｘ＝３ 

ＥはＣから左に６、下に８の点だとわかります。 

https://sabotensabo.com/wp-content/uploads/m2022chiba20.jpg


 

 

 

 


